
令和7年度 第2回 大田区官学連携人材育成講座

2025年度の
データからみる

大田区の熱中症

令和７年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行され、

職場における熱中症対策が事業者に義務付けられました。

東邦大学

お問合せ先｜ 東邦大学教育・研究支援センター edu-support@jim.toho-u.ac.jp

講師

東邦大学医学部
社会医学講座衛生学分野
ウェルビーイング地域共創講座社会医学部門

教授西脇 祐司

対象
大田区産業振興協会職員および関連団体
大田区職員および関連団体
大田区内に勤務されている方

事前
申込

事前申込フォームに必要事項を記載し、
お申し込みください。
当日視聴用のZoomURLは12/16午前中ま
でに、ご登録されたアドレスに送信し
ます。
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←事前申込フォーム

〆切 12月15日(月)12:00

出典：厚生労働省 職場における熱中症対策の強化について

スタート！

6月1日令和7年

概要

大田区の熱中症による救急搬送の現状

大田区と東京都の熱中症搬送データの比較

年代別、性別、地域別にみた熱中症発生の特徴

大田区の特徴のまとめ
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HPの申し込みフォームからも可能です。

2

大田区と東邦大学が連携して開催する「官学連携人材育成講座」。今回は、東邦大学医学部の西脇祐司教授が、
2025年度のデータを用いて大田区の熱中症の特徴をわかりやすく説明します。
熱中症対策は、医療費・救急搬送の削減といった直接的な効果だけでなく、
労働生産性の維持・向上や、区民の安全な生活等といった間接的な効果を通じて、
区の経済活性化に寄与することが期待されます。大田区のデータ分析になりますので、
来年度の対策や予算を検討する今の時期に、参考になれば幸いです。
皆様、ぜひご参加ください。

※12/16午前中までに参加URLのメール
が届かない場合は、東邦大学教育・支
援センターまでご連絡ください。
<edu-support@jim.toho-u.ac.jp>
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